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七 言

　湖の調査では，一般に湖心で調査し，その資料を元

に，その湖の挫格について論述されてきた。しかし湖

心がはたして湖の性絡を反映する場所かどうかよく検

討されていない。そこで湖の性格をできるだけ把握で

きるように調査地点をできるだけ多く設けて，表贋水

の水質調査を試みた。この報告は，湖の生産力の鍵を

握るりんの水平分布調査の結果についてまとめてみ

た。

調査地点および分板方法

　調査地点は，岸より約150聡沖の沿岸部28地点，それ

より沖の26地点の計44地点である。調査は1981年5月

27日畢朝3艘の船により短蒔間に行なった。分析は，

その表層水を用いた。

　原液はTP（全りん）の分析，ろ液は，　RP（Reaαive

Pつまり，りん酸態りん）およびDTP（溶存全りん）

の分析に使罵した。RPはアスコルビン酸還元法（醗ur－

phy　and　Riley　！962），　TPとDTPは湿式酸化法

（Menzel　and　Corwin　l965）の方法によった。　DOP

（溶存有機りん）はDTPとRPとの差により，また

PP（粒状りん）はTPとDTPの差より計算で求めた。

結 累

　表層水中のりん濃度は，上諏訪市沿三部と岡谷市沿

岸部のみ高い健を示し，その他の地点では岸より150m

沖でさえも，より沖合の場所での値とほとんど変わり

がなかった。

　憤りん（TP）の値の水平分布（図1A）は，上諏訪

市沿岸の3地点では100μgP／4以上を示した。また最

大の流入水量をもつ上縁より東側と，下諏訪市の東側

沿岸部を結ぶ線より東側では多少濃度は高く，75～100

μgP／4であった。また岡谷甫沿岸部から天竜川流出口

近くは，TP濃度は高く，これは，岡谷市からの廃水の

影響によるものと賄われる。その他の地点での値は，

50～75μgP／2の範囲に入り，地点閥での値の変動は小

さかった。

　粒状りん（PP）の1直は，湖表層水では主に植物プラ

ソクトγ綴りんによるものと考えてよい。その分布（図

1B）は，調査した陰は，非常に均一な分布を示して

いた。上諏訪市沿岸では多少高い値：の56～81μ菖P／2

を，また天竜川流出口付近で72鰐P／2と多少高い値を

示した。その他の地点では，30～50鰐P／4の範囲で非

常に均一な分布であった。

　りん酸態りん（RP）は，この蒔期の植物プランクト

ンにとって諏訪湖では制限要圏となっているので非常

に濃度が低い。その分布（図1C）は，上諏訪市沿岸

部と，岡谷市沿岸部に異常に高い趨が箆られた。RP値

は，湖の東半分は，約10μgP／4前後で繭半分は10μgP／

4以下で，多少低い値であった。

　溶存有機りん（DOP）の値は，　RPの値より多少高く，

湖の表層にいる植物プランクトンによってあまり利用

されにくいと思われるりんの形態である。その分獅（図

1D）は，前記の3形態のりんの分布よりさらに均一

なものであった。その値は，湖全域ほぼ12～22μgP／4

の範囲に入った。
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図1．諏訪湖表層水ゆ（1981年5月27日）の各遜りんの水平分布，1A：全りん，　lB：粒状りん，1C：りん

　　酸態りん，1D：溶存有機りん。
Fig．　L琵orizoatal　variations　of亡otal　phosphorus（1A，　TP），　partic娘late　phQsphoms（113，　PP），　reactlve

　　　phosphorus〈IC，　R2），　and　dissolved　or墓anic　phQsphorus（1D，　DOP）in　surface　water　i就ake　Suwa　on

　　　May　27，198！．

考 察

　調査当暇が，その期間の代表となる日であるかどう

か常に野外調査では問題となっている。今回の調査で

の値は，エ977年から1980年までの湖心での平均的TP

の値（80～100μgP／4）と姥べ（中本1977，1980），や

や低い傾向があった．この原潤については，流入水量

や天候の違い，下水処理場の一部稼動など種々考えら

れるがはっきりとはわからない。

　りんの虫要な供給源は，生活廃水，農地からの流出

など考えられるが，水平分布調査の結果では，上諏訪

温泉街沿岸部および岡谷薦沿岸部が異常に高く，これ

だけの資料では，諏訪湖でのTPの主要な供給源は，

両市の廃水と思われた。

　諏訪湖の東側（上諏訪側）は，本調査当鼠は，吹き

だまり的傾向が多少見られた（図1A，1B）。

　湖水定点（図lA，下線を引いた数牢の位置）は，

この調査の結果から湖の袈雇1の大部分を反映する地点

であるといえる。しかし，降雨などによる流入水量が

増すとき上粥から天竜摺出欝まで流路が欝視されるこ

とがあったり，また西風が吹いたときは表層水が上諏

訪側に，東風のときは，岡谷側に流される現象が晃ら

れることから（Ya黛agishi　et　al　1972），必ずしも，湖

心は，いつも湖を反映するとはいえない。しかし，風

があまりなく，流入水量が少ないときは，湖心定点は，

湖の大部分を反映する場所と考えて良いであろう。

　また，湖からの流出水は，鰯谷市の生活廃水の影響

を強くうけて澗の平均的値より高い値となり湖を代蓑

する点とはなりえないことが，この調査でわかった。
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Sum搬ary

　　　Horizo簸tal　variations　of　vario羅s　phosphor麟s　co難cen毛ra嫉ons　l麺s賢rface　wa£er　of　Lake　Suwa

were　examl薙ed　on　May　27，1981．

　　　The　values　among　the　statlons　are　almost　homogenous．　Unusual　high　conce鑓trations　o負otal

phosphor蟻s　and　reactive　phosphoms　were　o籍ly　markeδaめng　the　li乞torai　s乞ations　o至Suwa　and

Okaya　clties．　Mai職colltrib疑tion　of　phospoho登s　to　the　lake　r縫ay　be出e犠rban　waste　of　bo出cities．

　　　The　s蟻rface　water　sample　at£he　la猛e　ce號eご。負he　ro戚恵e　survey　may　represe就almos宅all

surface　water　of　the　lake．


